
　　　　　　　　　　　　　　　　　

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

令和６（2024）年度 上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　中矢　英二

　
わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上、家
庭との協働

○子どもの視点に立った「わかる授業」の研究を通
して「子どもに即した授業改善」「教師の授業力の
向上」を進め、すべての子どもたちの学力を保障す
る授業づくりを進めます。また、わかりやすい授業
づくりのために、授業のユニバーサルデザイン化、
ＩＣＴの活用に取り組みます。
　
○授業規律を確立し、安心して学び合える学級をつ
くります。また、家庭学習の内容を工夫し、保護者
と協働して家庭での学習習慣を定着させます。

○学校図書館「ひがしの図書館」の機能（読書セン
ター、学習センター、情報センター）を活用し、子
どもの読書および探究活動の充実を図ります。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答93％以上をめざします。（R5-
94％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答90％以上をめざ
します。（R5-91％）

○児童アンケート「読書が好き」について、肯
定的な回答85％以上をめざします。（R5-
81％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９5％以上をめざします。（R5-
93％）

　
人権意識の高揚
と豊かな人間性
の育成

○各学年で系統的に人権・部落問題学習に取り組
み、差別に気づき、差別を許さない、差別をなくし
ていこうと行動できる子どもを育てます。また、自
分も友だちも大切にするとともに、人権が大切にさ
れる学校文化を構築します。
　
○多様な子どもたち（外国につながりのある子・特
別な支援を要する子・教育的に不利な環境のもとに
ある子）が、対話や協働を通じて共に学ぶなかで、
居心地のよい学校・学級づくりを支援します。

○児童アンケート「自分には良いところがあ
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R5-83％）

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答90％以上をめざします。（R5-89％）

○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答95％以上をめざします。（R5-
95％）

　
学ぶこと、働く
こと、生きるこ
との尊さを実感
させるキャリア
教育の推進

○子どもたちが、「将来の自分像」をもてるよう、
中学・高校等と連携し、人との出会い学習や体験活
動から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動や
生産的・文化的・協働的な活動、家庭・学校の中で
の役割を果たす活動を通して、自分らしい生き方が
実現していくための働きかけを行います。また、
「見えない学力」（自分の思いを持つ、自分を表現
する、人を大切にする、粘り強く挑戦する等）を身
に付け、「強い心」を持った子どもが育つよう取り
組みます。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答90％以上をめざし
ます。（R5-89％）

○児童アンケート「学級のみんなで取り組んだ
ことで、嬉しかったことがある」について、肯
定的な回答93％以上をめざします。（R5-
92％）

○保護者アンケート「あなたのお子さんは、進
んであいさつができる」について、肯定的な回
答85％以上をめざします。（R5-71％）

　
安心して働ける
職場環境の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」（定時退校の実行・休暇取得日数の
増加・会議時間の短縮・月45時間・年360時間以
内等の方針）を遵守し、教職員が心身ともにゆとり
をもって子どもと向き合えるよう、安心して働きや
すい環境を整えます。

○総勤務時間を縮減し、残業時間月平均30時間
以内をめざします。（R5-13時間48分）

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、課題解決に向けた具体的な協議を行いま
す。また、途中で課題が発生した場合は、その
都度協議の場を持ち、課題の解決をめざしま
す。（R5-学期各1回）

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども９０％以上をめざします。（R5-85％）

【め ざ す 子 ど も 像】
◎ 聴き合い、伝え合い、自ら学びを深めていく子 ◎ 自分も「なかま」も大切にできる子

◎ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ◎ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学 校 教 育 目 標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成

学力

人権

キャリア

働き方



　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
学ぶこと、働く
こと、生きるこ
との尊さを実感
させるキャリア
教育の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校等と連携し、人との出会い学習や
体験活動から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動や
生産的・文化的・協働的な活動、家庭・学校の中で
の役割を果たす活動を通して、自分らしい生き方が
実現していくための働きかけを行います。また、
「見えない学力」（自分の思いを持つ、自分を表現
する、人を大切にする、粘り強く挑戦する等）を身
に付け、「強い心」を持った子どもが育つよう取り
組みます。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答90％以上をめざし
ます。（R4-89％）

○児童アンケート「学級のみんなで取り組んだ
ことで、嬉しかったことがある」について、肯
定的な回答93％以上をめざします。（R4-
91％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、進んであいさつができる」について、肯定
的な回答90％以上をめざします。（R4-
61％）

　
安心して働ける
職場環境の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」（定時退校の実行・休暇取得日数の
増加・会議時間の短縮・月45時間・年360時間以
内等の方針）を遵守し、教職員が心身ともにゆとり
をもって子どもと向き合えるよう、安心して働きや
すい環境を整えます。

○総勤務時間を縮減し、残業時間月平均30時間
以内をめざします。（R4-14時間35分）

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、課題解決に向けた具体的な協議を行いま
す。また、途中で課題が発生した場合は、その
都度協議の場を持ち、課題の解決をめざしま
す。（R4-1回）

　
わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上、家
庭との協働

○子どもの視点に立った「わかる授業」の研究を通
して、教師の授業力の向上、授業改善を進め、すべ
ての子どもたちの学力を保障する授業づくりを進め
ます。また、授業のユニバーサルデザイン化に取り
組み、わかりやすい授業づくりのためにＩＣＴを活
用します。
　
○教師の「授業の約束１０ヵ条」、子どもの「聴き
方５ヵ条」「話し方５ヵ条」を意識し、授業規律を
確立し、安心して学び合える学級をつくります。ま
た、家庭学習の内容を工夫し、保護者と協働して家
庭での学習習慣を定着させます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答93％以上をめざします。（R4-
93％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答90％以上をめざ
します。（R4-88％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９5％以上をめざします。（R4-
93％）

　
人権意識の高揚
と豊かな人間性
の育成

○各学年で系統的に人権・部落問題学習に取り組
み、差別に気づき、差別を許さない、差別をなくし
ていこうと行動できる子どもを育てます。また、自
分も友だちも大切にするとともに、人権が大切にさ
れる学校文化を構築します。
　
○多様な子どもたち（外国につながりのある子・特
別な支援を要する子・教育的に不利な環境のもとに
ある子）が、対話や協働を通じて共に学ぶなかで、
居心地のよい学校・学級づくりを支援します。

○児童アンケート「自分には良いところがあ
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R4-82％）

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答90％以上をめざします。（R4-89％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答95％以上をめざします。（R4-
96％）

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

令和５（2023）年度 上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　中矢　英二

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども８5％以上をめざします。（R4-81％）

【め ざ す 子 ど も 像】
◎ 聴き合い、伝え合い、自ら学びを深めていく子 ◎ 自分も「なかま」も大切にできる子

◎ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ◎ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学 校 教 育 目 標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成

学力

人権

キャリア

働き方



　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
学ぶこと、働く
こと、生きるこ
との尊さを実感
させるキャリア
教育の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校等と連携し、人との出会い学習や
体験活動から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動や
生産的・文化的・協働的な活動、家庭・学校の中で
の役割を果たす活動を通して、自分らしい生き方が
実現していくための働きかけを行います。また、
「見えない学力」（自分の思いを持つ、自分を表現
する、人を大切にする、粘り強く挑戦する等）を身
に付け、「強い心」を持った子どもが育つよう取り
組みます。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答90％以上をめざし
ます。（R3-86％）

○児童アンケート「学級のみんなで取り組んだ
ことで、嬉しかったことがある」について、肯
定的な回答93％以上をめざします。（R3-
89％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、進んであいさつができる」について、肯定
的な回答70％以上をめざします。（R3-
62％）

　
安心して働ける
職場環境の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」（定時退校の実行・休暇取得日数の
増加・会議時間の短縮・月45時間・年360時間以
内等の方針）を遵守し、教職員が心身ともにゆとり
をもって子どもと向き合えるよう、安心して働きや
すい環境を整えます。

○総勤務時間を縮減し、残業時間月平均30時間
以内をめざします。（R3-14時間0分）

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、課題解決に向けた具体的な協議を行いま
す。また、途中で課題が発生した場合は、その
都度協議の場を持ち、課題の解決をめざしま
す。（R3-1回）

　
わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上、家
庭との協働

○算数科を研究することを通して、教師の授業力の
向上、授業改善を進め、すべての子どもたちの学力
を保障する授業づくりを進めます。また、授業のユ
ニバーサルデザイン化に取り組み、わかりやすい授
業づくりのためにＩＣＴを活用します。
　
○教師の「授業の約束１０ヵ条」、子どもの「聴き
方５ヵ条」「話し方５ヵ条」を意識し、授業規律を
確立し、安心して学び合える学級をつくります。ま
た、家庭学習の内容を工夫し、保護者と協働して家
庭での学習習慣を定着させます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答93％以上をめざします。（R3-
90％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答90％以上をめざ
します。（R3-86％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９5％以上をめざします。（R3-
92％）

　
人権意識の高揚
と豊かな人間性
の育成

○各学年で系統的に人権・部落問題学習に取り組
み、差別に気づき、差別を許さない、差別をなくし
ていこうと行動できる子どもを育てます。また、自
分も友達も大切にするとともに、人権が大切にされ
る学校文化を構築します。
　
○多様な子どもたち（外国につながりのある子・特
別な支援を要する子・教育的に不利な環境のもとに
ある子）が、対話や協働を通じて共に学ぶなかで、
居心地のよい学校・学級づくりを支援します。

○児童アンケート「自分には良いところがあ
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R3-77％）

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答90％以上をめざします。（R3-86％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答95％以上をめざします。（R3-
93％）

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

令和4（2022）年度 上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　澤 田 　　剛

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども８5％以上をめざします。（R3-79％）

【め ざ す 子 ど も 像】
◎ 聴き合い、伝え合い、自ら学びを深めていく子 ◎ 自分も「なかま」も大切にできる子

◎ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ◎ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学 校 教 育 目 標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成

学力

人権

キャリア

働き方



　　　　　　　　　　　　　　　　　

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

令和3（2021）年度 上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　澤 田 　　剛

　
わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上、家
庭との協働

○算数科を研究することを通して、教師の授業力の
向上、授業改善を進め、すべての子どもたちの学力
を保障する授業づくりを進めます。また、わかりや
すい授業づくりのためにＩＣＴを活用します。
　
○「児童の返事は『はい』を徹底し、起立してから
話し始める」など、教師の「授業の約束１０ヵ
条」、子どもの「聴き方５ヵ条」「話し方５ヵ条」
を作成し、授業規律を確立し、安心して学び合える
学級をつくります。また、家庭学習の内容を工夫
し、保護者と協働して家庭での学習習慣を定着させ
ます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答90％以上をめざします。（R2-
86％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答85％以上をめざ
します。（R2-81％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９8％以上をめざします。（R2-
95％）

　
人権意識の高揚
と豊かな人間性
の育成

○各学年で人権・部落問題学習に取り組み、差別に
気づき、差別を許さない、差別をなくしていこうと
行動できる子どもを育てます。また、自分も友達も
大切にするとともに、人権が大切にされる学校文化
を構築します。
　
○多様な子どもたち（外国につながりのある子・特
別な支援を要する子・教育的に不利な環境のもとに
ある子）が、対話や協働を通じて共に学ぶなかで、
居心地のよい学校・学級づくりを支援します。

○児童アンケート「自分には良いところがあ
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R2-75％）

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答85％以上をめざします。（R2-80％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答98％以上をめざします。（R2-
97％）

　
学ぶこと、働く
こと、生きるこ
との尊さを実感
させるキャリア
教育の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校等と連携し、人との出会いや体験
から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動
や、家庭・学校の中での役割を果たす活動を通し
て、自分らしい生き方が実現していくための働きか
けを行います。また、「見えない学力」（自分の思
いを持つ、自分を表現する、人を大切にする、粘り
強く挑戦する等）を身に付け、「強い心」を持った
子どもが育つよう取り組みます。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R2-82％）

○児童アンケート「学級のみんなで取り組んだ
ことで、嬉しかったことがある」について、肯
定的な回答90％以上をめざします。（R2-
84％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、進んであいさつができる」について、肯定
的な回答70％以上をめざします。（R2-
66％）

　
安心して働ける
職場環境の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」（定時退校の実行・休暇取得日数の
増加・会議時間の短縮・月45時間超時間外労働者
の削減）を遵守し、教職員が心身ともにゆとりを
もって子どもと向き合えるよう、安心して働きやす
い環境を整えます。

○時間外労働時間を週１時間（月４時間）削
減、休暇取得２日増加により、総勤務時間を縮
減し、残業時間月平均35時間以内をめざしま
す。（R2-19時間35分）

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、課題解決に向けた協議を行い、職場環境
の改善をめざします。（R2-1回）

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども８5％以上をめざします。（R2-77％）

【め ざ す 子 ど も 像】
◎ 聴き合い、伝え合い、自ら学ぶ子 ◎ 自分も「なかま」も大切にできる子

◎ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ◎ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学 校 教 育 目 標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成

学力

人権

キャリア

働き方



　　　　　　　　　　　　　　　　　

学ぶこと、働
くこと、生き
ることの尊さ
を実感させる
キャリア教育
の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校・大学等と連携し、出会いや体験
から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動
や、家庭・学校の中での役割を果たす活動を通し
て、自分らしい生き方が実現していくための働きか
けを行います。また、共に生活するための規範意識
を育てる取組を行います。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答80％以上をめざし
ます。（R1；79％）

○児童アンケート「次に使う人のためにトイレ
のスリッパをそろえている」について、肯定的
な回答80％以上をめざします。（R1；79％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、あいさつがよくできる」について、肯定的
な回答70％以上をめざします。（R1；61％）

安心して働け
る職場環境の
改善

○伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務改
善ポリシーを遵守し、「定時退校の実行」「休暇取
得日数の増加」「会議時間の短縮」「月45時間超
時間外労働者の削減」等の取組により、教職員が心
身ともにゆとりをもって子どもと向き合えるよう、
安心して働きやすい環境を整えます。

○時間外労働時間を週１時間（月４時間）削
減、休暇取得２日増加により、総勤務時間を縮
減し、残業時間月45時間以内を目指します。

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、働き方の協議を行い、課題解決に取り組
みます。

わかる授業の
創造、基礎学
力の定着と向
上、家庭との
協働

○算数科を研究することを通して、教師の授業力の
向上、授業改善を進め、すべての子どもたちの学力
を保障する授業づくりを進めます。
　
○「児童の返事は『はい。』を徹底し、起立してか
ら話し始める」など、教師の「授業の約束１０ヵ
条」、子どもの「聴き方５ヵ条」「話し方５ヵ条」
を作成し、授業規律を確立し、安心して学び合える
学級をつくります。また、家庭学習の内容を工夫
し、保護者と協働し、家庭での学習習慣を定着させ
ます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答90％以上をめざします。（R1；
88％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答85％以上をめざ
します。（R1；83％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９8％以上をめざします。（R1；
97％）

人権意識の高
揚と豊かな人
間性の育成

○各学年で人権・部落問題学習に取り組み、自分も
友達も大切にするとともに、差別に気づき、差別を
許さない、差別をなくしていこうと行動できる子ど
もを育てます。
　
○外国につながりのある児童や特別に支援を要する
児童が、居心地のよい学校・学級づくりを支援して
いきます。

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答87％以上をめざします。（R1；86％）

○児童アンケート「ぽかぽか言葉をふやすよう
にしている」について、肯定的な回答85％以上
をめざします。（R1；83％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答100％をめざします。（R1；99％）

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

2020（令和２）年度上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　澤 田 　　剛

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども８5％以上をめざします。（R1；80％）

【めざす子ども像】
○ 「なかま」とともに学び合い、表現していく子 ○ 自分も「なかま」も大切にできる子

○ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ○ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学校教育目標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成



　　　　　　　　　　　　　　　　　

2019年度上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　澤 田 　　剛

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

わかる授業の
創造、基礎学
力の定着と向
上、家庭との
協働

○算数科を研究することを通して、教師の授業力の
向上、授業改善を進め、すべての子どもたちの学力
を保障する授業づくりを進めます。
　
○「児童の返事は『はい。』を徹底し、起立してか
ら話し始める」など、教師の「授業の約束１０ヵ
条」、子どもの「聴き方５ヵ条」「話し方５ヵ条」
を作成し、授業規律を確立し、安心して学び合える
学級をつくります。また、家庭学習の内容を工夫
し、保護者と協働し、家庭での学習習慣を定着させ
ます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答９０％以上をめざします。
（H30；88％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答80％以上をめざ
します。（H30；72％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９3％以上をめざします。（H30；
92％）

人権意識の高
揚と豊かな人
間性の育成

○各学年で人権・部落問題学習に取り組み、自分も
友達も大切にするとともに、差別に気づき、差別を
許さない、差別をなくしていこうと行動できる子ど
もを育てます。
　
○外国につながりのある児童や特別に支援を要する
児童が、居心地のよい学校・学級づくりを支援して
いきます。

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答82％以上をめざします。（H30；81％）

○児童アンケート「ぽかぽか言葉をふやすよう
にしている」について、肯定的な回答80％以上
をめざします。（H30；79％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答94％以上をめざします。（H30；
93％）

学ぶこと、働
くこと、生き
ることの尊さ
を実感させる
キャリア教育
の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校・大学等と連携し、出会いから生
き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動
や、家庭・学校の中での役割を果たす活動を通し
て、自分らしい生き方が実現していくための働きか
けを行います。また、共に生活するための規範意識
を育てる取組を行います。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答７８％以上をめざ
します。

○児童アンケート「次に使う人のためにトイレ
のスリッパをそろえている」について、肯定的
な回答75％以上をめざします。（H30；
72％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、あいさつがよくできる」について、肯定的
な回答75％以上をめざします。（H30；
64％）

安心して働け
る職場環境の
改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」を遵守し、「定時退校の実行」「休
暇取得日数の増加」「会議時間の短縮」「月80時
間超時間外労働者の削減」等の取組により、教職員
が心身ともにゆとりをもって子どもと向き合えるよ
う、安心して働きやすい環境を整えます。

○時間外労働時間を週１時間（月４時間）削
減、休暇取得２日増加により、総勤務時間を縮
減し、残業時間月45時間以内を目指します。

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、働き方の協議を行い、課題解決に取り組
みます。

「学校に行くのは楽しい」と感じる子ども８5％以上をめざします。（H30；80％）

【めざす子ども像】
○ 「なかま」とともに学び合い、表現していく子 ○ 自分も「なかま」も大切にできる子

○ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ○ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学校教育目標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成



　　　　　　　　　　　　　　　　　

課　　題 具　体　的　な　取　組 数  値  目  標

学ぶこと、働
くこと、生き
ることの尊さ
を実感させる
キャリア教育
の推進

○「次に使う人のためにトイレのスリッパをそろ
える」「進んであいさつする」ことを日常的に指
導することを通して、共に生活しているという意
識が育つよう、取り組んでいきます。

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもて
るよう、中学・高校・大学等と連携した学習を進
めます。

○児童アンケートで「スリッパをそろえる」
「進んであいさつする」について、肯定的な回
答７８％以上をめざします。（H29；77％）

○保護者アンケートで「子どもと将来のことに
ついて話すことがある」について、肯定的な回
答８０％以上をめざします。

教職員の働き
方の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業
務改善ポリシー」を遵守し、「正確な時間外勤務
時間の報告」「休暇取得日数の増加」「会議時間
の短縮」等の取組により、教職員が心身ともにゆ
とりをもって子どもと向き合えるよう、働きやす
い環境を整えます。

○昨年度比で、時間外勤務時間週１時間（月４
時間）、休暇取得２日増加により、総勤務時間
の３％縮減をめざします。

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、働き方の改善に向けた協議を行います。

平成３０年度上野東小学校マニフェスト

　　　　　校長　澤 田 　　剛

わかる授業の
創造、基礎学
力の定着と向
上、家庭との
協働

　
○算数科を教科の窓口として、授業研究すること
を通して、教師の授業力の向上、授業改善を進
め、すべての子どもたちの学力を保障する授業づ
くりを進めます。
　
○「児童の返事は『はい。』を徹底し、起立して
から話し始める」など、教師の「授業の約束１
０ヵ条」、子どもの「聴き方５ヵ条」「話し方
５ヵ条」を作成し、授業規律を確立し、安心して
学び合える学級をつくります。

○家庭学習の内容を工夫し、家庭での学習習慣を
定着させていきます。

○児童アンケートで「先生の授業がわかる」に
ついて、肯定的な回答９０％以上をめざしま
す。（H29；89％）
　
○児童アンケートで「家庭学習（１・２年生は
３０分程度。３年～６年は学年×１０分以上）
ができた」について、肯定的な回答７８％以上
をめざします。（H29；77％）

○保護者アンケートで「上野東小学校は、子ど
もたちに学力をつけるためによく努力してい
る」について、肯定的な回答９０％以上をめざ
します。（H29；89％）

人権意識の高
揚と豊かな人
間性の育成

○授業では、教師はしっかりと子どもの意見を聴
き、「今の返事いいですね」「その手の挙げ方い
いですね」「今の発言は、みんなによく伝わりま
したね」など、その場でタイムリーに褒めて認め
ることで、自己肯定感を育てていきます。
　
○全教職員で外国につながりのある児童や特別に
支援を要する児童の居心地のよい居場所づくりを
支援していきます。

○児童アンケートで「授業中、先生は自分の発
言したことをしっかりと聞いてくれますか」に
ついて、肯定的な回答８９％以上をめざしま
す。（H29；88％）
　
○保護者アンケートで「上野東小学校は、一人
ひとりの人権を大切にした教育活動を進めてい
る」について、肯定的な回答９１％以上をめざ
します。（H29；90％）

「学校は楽しい」と感じる子ども８４％以上をめざします。（H29；83％）

【めざす子ども像】
○ 「なかま」とともに学び合い、表現していく子 ○ 自分も「なかま」も大切にできる子

○ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ○ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学校教育目標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成



平成２９年度上野東小学校マニフェスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　学校長　　　仁 保 晋 作

学校教育目標

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

めざす子ども像 豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成

○「なかま」と共に学び合い、表現していく子　　　　○自分も「なかま」も大切にできる子
○目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子　　○国際的な視野に立って、つながり合える子

『学校は楽しい』と感じる子ども8０％以上をめざします。

課　　　題 具　体　的　な　取　組 数値目標

わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上

○児童アンケート「先生の授業がわ
かる」について肯定的な回答が9１％
以上をめざします。
○保護者アンケート「上野東小学校
は、子どもたちに学力をつけるために
よく努力している」について肯定的な
回答86％以上をめざします。

○算数科の授業づくりを通して、教師の授業力の向上、授業
改善を進めます。
○算数科の授業を研究することを通して上野東小学校に在
籍するすべての子どもたちの学力を保障する授業づくりを進
めます。
○上野東小学校の「授業づくりの約束」を作成し、重点指導
事項として、発言する時は手を上げて指名されたら「はい」と
返事をさせることを、すべての教員が大切にし、授業規律を
確立し、安心して学べる学級を作り出していきます。

地域・家庭との
協働

○　家庭学習の内容を工夫し、家庭での学習習慣を定着させて
いきます。
○地域支援地域本部との連携を深め、共同的な活動を進めま
す。

○家庭学習（１・２年生は３０分程度。
３年～６年は学年×１０分以上）がで
きた児童73％以上をめざします。

○授業でも、教師はしっかりと子どもの意見を聴き、「今の返事
いいですね」「その手の挙げ方いいですね」「今の発言は、みん
なによく伝わりましたね」など、その場でタイムリーに褒めて認め
ることで、自己肯定感を育てていきます。
○全教職員で外国につながりのある児童や特別に支援を要す
る児童のいごこちのよい居場所づくりを支援していきます。

人権意識の高揚
と豊かな人間性

の育成

○児童アンケート「授業中，先生は，
自分の発言したことをしっかりと聞い
てくれますか」について肯定的な回答
90％以上をめざします。
○保護者アンケート「上野東小学校
は、一人ひとりの人権を大切にした教
育活動を進めている」について肯定
的な回答87％以上をめざします。

キャリア教育の
推進

○「次に使う人のためにトイレのスリッパをそろえる」ことを日常
的に指導することを通して、共に生活しているという意識が育つ
よう、取り組んでいきます。
○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてるよう、中学・高
校・大学等と連携した学習を進めます。

○児童アンケートで「スリッパをそろえ
る」について肯定的回答80％以上を
めざします。

教育環境の整備
○　教職員が、ゆとりをもって子どもと向き合えるよう教育環境
を整えます。

○総勤務時間の３％縮減します。




